
　
こ
の
度
、
本
会
北
勢
支
部
の
会
報

が
発
刊
さ
れ
る
と
聞
き
、
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
北
勢
支
部
の
設
立
は
、
昭
和

六
十
二
年
で
あ
り
ま
し
て
、
三
重
県

内
に
北
勢
支
部
・
中
南
勢
支
部
の
二

支
部
が
同
時
に
発
足
し
ま
し
た
。
当

時
は
稲
垣
菘
圃
副
会
長
、
伊
藤
穿
石

理
事
長
で
あ
り
ま
し
た
。
発
足
に
あ

た
り
両
先
生
が
桑
名
に
お
越
し
に
な

り
、
桑
名
の
平
野
公
桑
先
生
、
伊
勢

の
川
合
東
皐
先
生
ら
幹
部
四
～
五
名

の
先
生
方
と
の
打
合
せ
を
し
ま
し

た
。
私
も
同
席
さ
せ
て
頂
き
、
夜
遅

く
ま
で
お
話
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　
当
地
は
名
古
屋
に
比
較
的
近
く
、
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歴
代
名
書
家
も
輩
出
さ
れ
た
書
の
盛

ん
な
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　
発
足
か
ら
二
十
五
年
、
歴
代
支
部

長
は
、
平
野
公
桑
先
生
、
水
谷
苔
徑

先
生
、
加
藤
子
華
先
生
、
中
川
京
童

先
生
、谷
泉
石
先
生
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
築
き
あ
げ
て
頂
き
ま
し
た

ご
功
績
、
ご
苦
労
に
衷
心
か
ら
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
過
去
、
何
度
か
北
勢
支
部
集
会
に

出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
厳
粛

な
会
議
の
後
の
懇
談
会
の
宴
で
は
和
気

藹
々
の
雰
囲
気
が
真
に
印
象
的
で
し
た
。

　
支
部
展
も
拝
見
し
、
そ
の
作
品
か

ら
は
、
や
は
り
こ
の
地
域
の
書
の
水

準
の
高
さ
を
窺
い
知
り
ま
し
た
。
研

修
旅
行
も
多
く
の
参
加
者
に
よ
り
有

意
義
且
つ
、
楽
し
く
行
わ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
文
化
・
産
業
等
、
こ
の
地
域
は
名

古
屋
圏
に
入
り
ま
す
。
四
日
市
駅
前

に
は
「
澄
懐
堂
美
術
館
」
も
あ
り
全

国
か
ら
の
書
道
関
係
者
、
書
の
フ
ア

ン
、
多
く
の
来
館
者
が
あ
る
こ
と
で

も
有
名
で
す
。
会
員
皆
様
の
ご
尽
力

に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
書
文
化
の

更
な
る
発
展
と
隆
盛
す
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
同
時
に
こ
の
会
報
発
刊
に
よ
り
支

部
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
と
北
勢
支

部
の
一
層
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
て
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
　

年
度
初
め
の
支
部
委
員
会
で
支
部

会
報
を
発
刊
す
る
こ
と
が
決
議
さ

れ
、
役
員
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
頂

き
、
こ
の
た
び
発
刊
さ
せ
て
頂
く
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

本
部
理
事
長
・
鬼
頭
翔
雲
先
生
に

は
大
変
ご
多
用
の
中
、
ご
助
言
や
ご

支
援
を
賜
り
、
巻
頭
の
お
言
葉
も
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。
茲
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
が
発
足
し
て
今
年
が
丁
度

二
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
節
目

の
年
に
支
部
会
報
を
創
刊
で
き
ま
し

た
こ
と
は
支
部
発
足
当
時
の
父
と
の

思
い
出
と
重
な
り
、
誠
に
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

紙
名
は
い
ろ
い
ろ
考
え
、
諸
先
生

と
相
談
の
う
え
単
純
明
快
な「
北
勢
」

と
し
、
題
字
揮
毫
を
顧
問
の
加
藤
子

華
先
生
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
年
間
の
事
業
の
記
録
、
報

告
程
度
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
、
会
員
の
皆
様
の
情
報
発
信
、

交
流
の
場
な
ど
役
に
立
つ
紙
面
づ
く

り
を
目
指
し
、
委
員
一
同
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

支
部
長
を
拝
命
致
し
ま
し
て
、
約

一
年
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
の
お
蔭
で
本
年
度
の
行
事
で
あ

る
支
部
展
、
講
演
会
、
研
修
会
、
講

習
会
、
と
全
て
無
事
終
え
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
輩
の
諸
先
生
が
築
き
、
残
し
て

い
た
だ
い
た
伝
統
を
守
り
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
二
十
四
年
度
の

事
業
の
計
画
も
別
記
の
通
り
ほ
ぼ
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま

に
一
人
で
も
多
く
ご
参
加
頂
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。
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集会・講演会
月　日　23年７月17日㈰
会　場　四日市市文化会館
講　師　三重県書道連盟　元運営委員長　
　　　　　　　　　　　　　菅生攝堂先生
演　題　「私と書」
参加者　83人
来　賓　太田偕風名誉顧問
　　　　松永清石副理事長　青木清涛総務部長
※集会では、平野公慎新支部長の就任の挨拶あり

講習会「紙の話」
甲骨から紙に至るまでの歴史を前段として、書道に使用する
「紙」の種類、原料、製法などについて、実物を交えての講習。
新聞にて告知、ケーブルテレビ取材、放映あり。
月　日　24年２月19日㈰
講　師　三重県書道連盟　副運営委員長　樋口鈴峯先生
会　場　四日市市総合会館
参加者　62人（うち会員外15人）

研修会
月　日　23年11月６日㈰
研修先　奈良・墨運堂
　　　　　握り墨を体験
　　　　寧楽堂美術館
　　　　東大寺　
参加者　33人

会員展覧会
月　日　　23年７月15日㈮～17日㈰
会　場　　四日市市文化会館
出　品　　本部役員　正副理事長　４点
　　　　　会員　81点
来場者　　550人

平成２３年度の事業概要平成２３年度の事業概要
展
覧
会
の
作
品
を
見
る
来
賓
の
先
生
方

豊
富
な
経
験
を
語
る
菅
生
攝
堂
先
生
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昨
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震

災
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
特
に
岩
手
、
宮
城
、
福
島
県
の

方
々
に
は
大
き
な
被
害
に
遭
わ
れ
ま

し
た
。
当
三
重
県
南
勢
で
も
大
変
な

被
害
を
受
け
、
多
く
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
た
こ
と
に
深
い
哀
悼
の
意
を
捧

げ
る
と
と
も
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
こ
の
度
、
北
勢
支
部
会
報
の

創
刊
が
、
本
年
度
初
め
の
支
部
委
員

会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
よ
り

各
支
部
の
会
報
が
送
ら
れ
て
き
て
お

り
、
各
支
部
の
事
業
内
容
が
よ
く
分

か
り
大
変
よ
い
事
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
北
勢
支
部
は
会
報

を
出
さ
ず
不
勉
強
で
あ
っ
た
と
思
っ

て
お
り
、
私
も
含
め
反
省
を
致
し
て

お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。只
、

会
報
と
申
し
ま
し
て
も
担
当
し
て
頂

く
先
生
方
に
は
大
変
な
仕
事
だ
と
思

い
ま
す
が
、
会
員
全
員
が
協
力
し
て

永
く
続
け
て
頂
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
今
年
は
辰
年
・
龍
の
年
で
す
。
龍

は
東
方
を
守
護
す
る
霊
獣
と
し
て
古

来
よ
り
尊
ば
れ
、
天
に
上
る
伝
説
か

ら
景
気
浮
揚
を
暗
示
す
る
縁
起
の
よ

い
干
支
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
龍
が

天
に
昇
る
」
と
は
春
の
季
語
で
も
あ

り
ま
す
。
大
震
災
か
ら
一
年
が
開
け

る
こ
の
春
、
日
本
晴
れ
の
空
に
龍
が

昇
る
景
色
を
思
い
、
二
〇
一
二
年
が

平
穏
で
活
気
の
あ
る
一
年
と
な
る
よ

う
祈
念
し
て
支
部
会
報
の
創
刊
を
祝

う
言
葉
と
致
し
ま
す
。

小
学
生
の
頃
、
友
人
と
バ
ス
に
乗

っ
て
書
道
教
室
へ
通
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
何
か
一
つ
学
び
続

け
よ
う
と
筆
を
離
さ
ず
書
き
続
け
て

き
ま
し
た
。

夫
の
転
勤
で
関
西
に
二
十
三
年
間

在
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に

正
筆
会
の
美
し
い
仮
名
書
道
と
巡
り

会
い
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
書
か
れ

た
と
い
う
高
野
切
や
元
永
本
古
今
和

歌
集
、
香
紙
切
等
に
魅
了
さ
れ
て
臨

書
を
始
め
、
藤
原
佐
理
の
自
叙
帳
や

国
申
分
帳
等
も
楽
し
く
臨
書
し
て
い

ま
し
た
。

正
筆
会
会
長
の
黒
田
賢
一
先
生
の

素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
会
い
、
名
古

屋
輝
彩
会
に
入
会
し
て
十
二
年
に
な

り
ま
す
が
、
目
の
前
で
書
か
れ
る
そ

の
度
に
感
動
し
て
い
ま
す
。
書
の
歴

史
は
大
阪
の
朝
日
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
雪
心
会
の
藤
岡
都
逕
先
生
に
教
わ

り
ま
し
た
。
都
逕
先
生
の
講
義
は
と

て
も
充
実
し
て
い
て
書
の
深
さ
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

篆
書
か
ら
楷
行
草
隷
、
木
簡
ま
で
教

わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
手
本
を
折
帖

に
サ
ラ
サ
ラ
書
い
て
下
さ
り
大
切
な

教
科
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。

気
が
つ
く
と
た
く
さ
ん
の
生
徒
さ

ん
が
来
て
下
さ
り
、
教
え
な
が
ら
学

ぶ
と
い
う
有
意
義
な
毎
日
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
三
年
前
に
は
三
重
県
展

で
最
優
秀
を
、
日
本
書
芸
院
展
で
大

賞
、
中
日
展
で
準
大
賞
と
こ
の
上
な

い
喜
び
も
頂
き
ま
し
た
。

最
近
は
短
歌
を
習
い
、
自
詠
の
歌

を
作
品
に
し
て
い
ま
す
。
心
が
伝
わ

り
気
持
ち
が
入
り
ま
す
の
で
と
て
も

楽
し
い
作
品
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
多
く
の
人
に
仮
名
書

道
の
美
し
さ
を
貴
重
な
日
本
の
文
化

を
伝
え
、
教
え
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
子
供
た
ち
と
書
を
通
し
、
豊

か
な
心
を
育
み
集
中
力
や
落
ち
着
い

た
静
か
な
時
間
を
持
つ
、
そ
ん
な
こ

と
も
心
が
け
て
、
生
あ
る
限
り
筆
を

持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
の
会

報
、
他
誌
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
読

み
や
す
く
独
自
性
を
出
そ
う
と
し
ま

し
た
が
・
・
・
。
皆
様
の
叱
咤
激
励

を
頂
き
、
次
号
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
、
校
了
し
ま
す
。（
泉
）

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
支
部
展
に
は
第

一
回
か
ら
出
品
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
本
格
的
に
師
に
つ
い
て
学

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
が
隣
人

か
ら
も
ら
っ
た
竹
深
会
展
の
案
内
葉

書
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
お
習
字
は
、

自
分
な
り
に
多
少
た
し
な
ん
で
き
た

つ
も
り
で
い
ま
し
た
が
、
会
場
で
書

作
品
を
前
に
し
て
感
動
し
た
の
と
同

時
に
「
私
も
こ
の
よ
う
な
作
品
を
書

い
て
み
た
い
」
と
い
う
衝
動
に
駆
ら

れ
た
の
が
最
初
で
し
た
。

　
間
も
な
く
し
て
師
の
教
場
に
通
わ

せ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
、
他
の
先
輩

方
の
み
え
る
中
で
、
自
分
の
つ
た
な

い
作
品
を
見
て
頂
く
の
に
、
緊
張
し

て
冷
や
汗
が
出
て
く
る
の
を
幾
度
と

な
く
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
六
年
ほ

ど
前
か
ら
は
、
名
古
屋
の
中
林
先
生

の
教
場
に
通
わ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
、
中
央
の
展
覧
会
へ
の
出
品
が
増

え
、
一
ヵ
月
に
二
つ
三
つ
と
重
複
し

て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
今
で
は
書
道

中
心
の
生
活
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

指
導
す
る
立
場
の
仕
事
量
も
増
え
、

何
を
す
る
に
も
ぎ
り
ぎ
り
で
、
心
も

と
な
い
状
態
で
、
何
と
か
一
つ
ず
つ
こ

な
し
て
い
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
何
度
も
何
度
も
推
敲
を
重
ね
、
苦

心
し
て
作
品
に
仕
上
げ
て
い
く
時
、

墨
の
香
り
に
包
ま
れ
、
集
中
し
て
無

に
な
れ
る
自
分
だ
け
の
貴
重
な
時
間

・・・
。
師
に
恵
ま
れ
、
家
族
の
理
解
、

書
、
友
人
、
社
中
の
皆
さ
ま
と
の
結

び
つ
き
の
中
で
、
書
作
品
の
で
き
る

幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
初
心
の
気
持
ち
で

感
動
す
る
心
を
持
ち
続
け
、
大
好
き

な
墨
の
香
り
に
包
ま
れ
て
、
生
涯
書

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
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四
日
市
市
北
山
町
・
経
塚
公
園
に

あ
る
「
大
賀
旭
川
先
生
之
碑
」
は
市

川
搭
南
揮
毫
に
よ
る
高
さ
四
メ
ー
ト

ル
余
の
見
事
な
石
碑
で
あ
る
。
字
数

は
六
百
字
整
然
と
し
た
隷
書
で
刻
さ

れ
て
い
る
。

大
賀
旭
川
は
、
幕
末
、
四
日
市
市

大
鐘
町
の
浄
円
寺
の
長
男
に
生
ま

れ
、
二
十
五
歳
で
九
州
豊
後
の
広
瀬

淡
窓
の
私
塾
で
学
び
、
三
十
二
歳
の

時
仏
教
の
深
奥
を
究
め
よ
う
と
京
都

に
留
学
。
寺
務
の
傍
ら
儒
学
を
講
じ

た
。
後
に
寺
域
に

学
舎
を
設
け
、
漢

詩
文
を
教
え
た
。

門
人
は
二
十
三
カ

国
千
数
百
人
。

　
明
治
三
十
一
年

に
門
弟
が
先
生
の
八
十
歳
健
在
を
記

念
し
て
、
そ
の
徳
を
不
朽
に
と
ど

め
よ
う
と
私

財
に
よ
り
寿

碑
が
企
図
建

設
さ
れ
た
の

が
こ
の
碑
で

あ
る
。
碑
文

は
小
野
湖
山
、

書
は
市
川
塔

南
の
筆
で
あ

る
。

　
市
川
搭
南

は
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
津
市
塔
世
橋
の
南
に

生
ま
れ
、
詩
を
森
隗
南
、
矢
土
錦
山

に
、
書
を
古
碑
法
帖
に
学
び
、
特
に

隷
書
に
秀
で
た
。
明
治
二
十
八
年
の

内
国
勧
業
博
覧
会
に
篆
書
で
自
作
の

詩
「
天
長
節
」
を
書
い
て
第
一
席
と

な
っ
た
。

　
塔
南
（
本
名
・
進
）
筆
に
よ
る
記

念
碑
、
顕
彰
碑
や
神
社
碑
は
各
地
で

見
る
こ
と
が
出
来
る
。
日
露
戦
争
に

際
し
て
は
各
市
町
村
が
忠
魂
碑
を
競

っ
て
建
設
、
氏
の
揮
毫
し
た
も
の
は

大
き
い
も
の
だ
け
で
全
国
に
三
百
を

数
え
、
小
さ
い
も
の
は
数
を
知
れ
ず

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
社
の

幟
（
の
ぼ
り
）
も
多
く
手
が
け
、
そ

の
数
千
二
百
本
余
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　

昭

和

二
十
八
年

九
十
八
歳
で

な
く
な
る
ま

で
健
筆
を
揮

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　　
（
谷
　
泉
石
）

準
大
賞
　
　
小
池
　
玲
翠
（
漢
字
）

準
大
賞
　
　
荒
木
　
敬
子
（
か
な
）

桜
花
賞
　
　
大
谷
　
翠
香
（
漢
字
）

推
　
薦
　
　
太
田
　
莫
子
（
か
な
）

特
　
選
　
　
位
田
　
白
峰
（
漢
字
）

特
　
選
　
　
清
水
　
智
泉
（
漢
字
）

特
　
選
　
　
花
村
　
翠
仙
（
漢
字
）

特
　
選
　
　
福
本
　
寿
鴻
（
漢
字
）

特
　
選
　
　
見
並
　
春
翠
（
か
な
）

特
　
選
　
　
山
中
み
ね
子
（
か
な
）

特
　
選
　
　
辻
裏
　
友
視
（
近
詩
）

特
　
選
　
　
真
田
　
九
龍
（
篆
刻
）

特
　
選
　
　
豊
田
　
亀
道
（
篆
刻
）

準
特
選
　
　
安
藤
　
春
翠
（
漢
字
）

準
特
選
　
　
伊
藤
　
柳
翠
（
漢
字
）

準
特
選
　
　
大
久
保
真
麗
（
漢
字
）

準
特
選
　
　
太
田
　
三
翠
（
漢
字
）

準
特
選
　
　
中
村
　
翠
苑
（
漢
字
）

準
特
選
　
　
古
川
　
貴
子
（
漢
字
）

準
特
選
　
　
松
居
　
光
子
（
か
な
）

準
特
選
　
　
山
崎
　
芳
澤
（
近
詩
）

秀
　
逸
　
　
伊
藤
　
紫
風
（
漢
字
）

秀
　
逸
　
　
伊
藤
　
桃
苑
（
漢
字
）

秀
　
逸
　
　
小
川
　
澄
子
（
漢
字
）

秀
　
逸
　
　
黒
田
　
松
峰
（
漢
字
）

秀
　
逸
　
　
清
水
美
津
子
（
漢
字
）

秀
　
逸
　
　
藤
堂
　
弘
風
（
漢
字
）

秀
　
逸
　
　
菱
田
　
萬
峰
（
漢
字
）

秀
　
逸
　
　
藤
井
　
泰
山
（
漢
字
）

秀
　
逸
　
　
寺
尾
　
久
子
（
か
な
）

秀
　
逸
　
　
戸
田
　
華
水
（
近
詩
）

二
科
賞
　
　
山
本
　
江
華
（
漢
字
）

奨
励
賞
　
　
森
　
　
富
華
（
漢
字
）

奨
励
賞
　
　
稲
垣
　
泗
郷
（
篆
刻
）

奨
励
賞
　
　
清
田
　
東
方
（
篆
刻
）

佳
　
作
　
　
儀
賀
　
栄
華
（
漢
字
）

佳
　
作
　
　
濱
條
美
由
紀
（
か
な
）


